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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, プロセス動特性の近似線形モデルを作成する方法およびその熟移動プロセスへ0) 応用に関
する研究で, 総序の他2編 7章からなっている｡
総序においては, プロセス動特性およびそれに関連する分野での現在までの研究を展望 し, それらとの
関連において本研究の性格について論 じ, かつ研究内容の概要をのべている｡
第 1編は簡単な線形数式モデルの作成法を一般的に論 じたものであり, 3章より構成されている. まず
第 1章では普通モーメント法と呼ばれている方法をとりあげ, 特にその方法の中でモデルの関数形を決定
するための手段を開発し, さらにパラメータを数値計算するための便法を考案 している｡
第 2 章では減衰する指数関数を実験応答曲線に乗 じたもののモーメント (修正モーメント) を利用する
方法, すなわち従来のモーメント法を拡張することについて論 じている｡ この新 しく導入 された修正モー
メントは普通のモーメントにくらべて比較的高周波部における系の特性を代表するものであることを論証
し, これら修正モーメントを組み合わせて定義される種 々の新 しい特性量を提案 し, それらが概ね単調な
系の動的おくれ次数, 主要角周波数帯域幅, および時定数の大きさの分布等を簡単な機械的計算によって
推定するのに役立つことを示 している｡ なおこの章では単調な系に対する新 しい形のモデルを提案 し, そ
のパラメータを修正モ- メントを用いて決定するための計算法についてものべている.
第3章においては, 非定常規則入力を用いる動特性の測定法が実用 L やすいという利点の反面, 主とし




第 1茸では胴側の蒸気で管側の液体を熟する形式の多管式熱交換器の動特性を解析 し, それをアナログ計
算機で分布定数系としてシミュレー トした結果を実験と比較 している｡ 第2茸では第 1章の解析の結果,
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および新しく導入した交換熱流束に対する動的モデルを第Ⅰ編第 1章の方法で簡単化し, この形式の熟交
換器の実用的なモデルを完成 している｡ 多管式熱交換器に関するこれらの研究結果の応用として, 第3章
では二つの熱交換器を含む冷凍系をとりあげ, その動特性をアナログ計算機でシミュレー トして実験と比











論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
プロセス工業における制御方式が, 3動作調節計による局部フィー ドバック制御から, 計算機を中 心と


























られるので, その工学的実用価値が高いのである｡ なお従来はプロセス機器の動特性を論ずる場合, 固体
内の熱抵抗は固体が流体と接する部分の境膜伝熱抵抗に比して無視されることが多かったが, 本論文では
その事の妥当性を判定する基準 も提出されている｡
以上のように本論文は理論面においては特筆すべき点は少ないが, 工学実験あるいは実用面においては
大いに有効であるいくつかの創意を含み, 精度の高い簡単な近似線形モデルを実験または理論的解析結果
から容易に求めることのできる一般的方法を開発し, かつこの方法を応用して工業的に重要な二, 三のプ
ロセスに対する実用的なモデルを完成した｡ これを要するに, 現在動特性認知に関する実用的手法の開発
が不十分なために制御理論の実際への応用が阻害されがちな状況よりみて, これらの結果はプロセス工業
の発展に資するところ大であり, 学術上, 工業上寄与するところが少なくなくない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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